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　11月10日（月）、かわうち保育園児による防火パレー

ドが行われました。

　園児たちは、役場前から消防署までパレードし、

地域の防火意識を高めました。

　� 関連ページ　９ページ

かわうち保育園　防火パレード

今月のわだい

■川内村表彰式…………… ２ページ

■ＴＯＰＩＣＳ…………… ４ページ

■お知らせ………………… 10ページ



2
広報かわうち 平成 26 年 12 月

KAWAUCHI

永年の功績をたたえ！永年の功績をたたえ！永年の功績をたたえ！
「平成26年度川内村表彰式」「平成26年度川内村表彰式」「平成26年度川内村表彰式」

　平成26年度の川内村表彰式が去る11月
７日、村コミュニティセンターで行なわれ
ました。この表彰は、村表彰条例に基づき
村政発展に貢献された方を表彰するもので
す。
　表彰式は、村功労者をはじめ各関係の来
賓が出席の下、村のためご尽力をいただい
た受賞者に表彰状、記念品が贈られました。
　今年の表彰は福島第一原子力発電所の事
故から村内全般の見回りを行い、村民の安
否確認や治安維持に努めた方、永年消防団
員、文化継承に尽くされた方、原子力発電

所の事故に伴い避難住民への食の確保に尽
くされた方、また、地域福祉の向上や災害
復興等のためご寄付をされた方々で功労表
彰１名、特別表彰９件（個人６名、団体３組）
の表彰でありましたが、受賞者のうち５件
はこの度の東日本大震災からの復興のため
多額の金員をご寄附された皆様です。
　受賞者を代表して三瓶芳太郎さんから謝
辞が述べられました。受賞されたみなさん
おめでとうございます。今後とも村再興の
ため一層のお力添えをお願いいたします。

表彰された方々は、次のとおりです。（敬称略・順不同）

№ 表彰区分 氏　　名 功　績　内　容

１ 功労表彰 三　瓶　芳太郎

原子力発電所の事故から村内を見回り村民の安否

確認と治安維持に努め、避難車両の燃料確保を行

い避難と救助活動に貢献した。

２ 特別表彰 秋　元　英　樹 消防団員として地域住民の安全に寄与された。

３ 〃 菅　波　勇　己 無形文化財三匹獅子の保存継承に寄与された。

４ 〃 猪　狩　社　子
原子力発電所の事故に伴い避難住民への食の確保

に尽力された。

５ 〃
㈱イシフクフタバ

代表取締役社長　望月　隆司
本村地域福祉向上に多額の寄付をされた。

６ 〃 三　本　保　子
ふるさと応援モリタロウ基金に多額の寄付をされ

た。

７ 〃 上　杉　徳治郎 〃

８ 〃 上　杉　　　忍 〃

９ 〃
阪 九 機 械 ㈱

代表取締役　安部　建夫
〃

10 〃
大阪市労働組合連合会

執行委員長　上谷高正
〃
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KAWAUCHI

永年の功績をたたえ！永年の功績をたたえ！永年の功績をたたえ！
「平成26年度川内村表彰式」「平成26年度川内村表彰式」「平成26年度川内村表彰式」

受賞者の皆さま

受賞者代表謝辞

乾杯

表彰の様子

祝宴の様子
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　10月26日（日）、「蕎麦フェスタin川内村」が村民体育センターで
開催され、2,400人の来場者が詰めかけました。
　当日は晴天に恵まれ、朝10時から、かわうち夢工房・尾そば石臼の会・いわき蕎麦塾の３つ

のそば団体の方々に参加して頂き、好きな店舗の蕎麦を楽しんで頂きました。また、どの店舗も

暖かい蕎麦と冷たい蕎麦の両方を提供していました。またその他に、そば粉のクレープ「ル・ブ

ルターニュ」の、そばガレット（そば粉のクレープ生地でチーズとベーコンを包んだもの）を無

料提供しました。

　午後からは鳥羽一郎歌謡ショーが行われました。朝から整理券を待つお客様が大勢詰めかけ、

12時から整理券を配布する予定を前倒しし、11時30分から配布しましたが、準備した座席用整理

券672席は全て配布。１時間と短い時間でしたが、歌の合間のトークではとても盛り上がりました。

▲かわうち夢工房 ▲朝早くから多くの方が並びました

▲鳥羽一郎歌謡ショー
　会場は満員

大盛況!!

蕎麦フェスタin川内村開催!!
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巨大紙ふうせん宙に舞う
南会津町紙ふうせん打ち上げ隊

　10月27日、昨年に引き続き、ＮＰＯ法人

川内村ＮＰＯ協働センター松尾代表、南会

津町紙ふうせん打ち上げ隊代表湯田代表

のご協力により、村民体育センターで巨

大紙ふうせんの打ち上げが行われました。

　巨大紙ふうせんが宙に舞うと子どもた

ちから大きな歓声がわき、スケールの大

きさに感激していました。

　関係者の皆様、大変お世話になりまし

た。

　健康で明るく生きがいのある人生を見出

すため、仲間づくりや、学習の成果を社会

活動に生かすことを目的に、11月４日川内

村民体育センターにて第４回高齢者・婦人中

央学級を開催しました。

　今回は、老人クラブ連合会主催のクロリ

ティ大会と兼ねて婦人の皆さんとともに

ゲームを楽しみました。

　狙った的に思うように入らず、吹き出し

てしまう方や、中央の的に続けて入って得

意満面の方など、応援席の方も笑いと歓声

で和気あいあいとした雰囲気でした。

　ゲーム終了後には、高齢者と婦人が共同

で用意したおにぎりと豚汁を食べながら交

流を深めていました。

クロリティ大会といも煮交流会を開催
　（第４回中央学級）
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第1回市町村対抗福島県ソフトボール大会

　東日本大震災からの１日も早い復興を祈念し、第１回市町村対抗福島県ソフトボー

ル大会は10月18日相馬市の相馬光陽ソフトボール場をメーン会場に開幕し、本村チー

ムは、18日郡山市と対戦しました。

　強豪郡山市を相手に全力でぶつかりましたが、力及ばず０対14で大敗してしまいま

した。

　それでも試合後選手たちは、「来年は、もっと練習時間を増やし、必ず１勝しよう」

と堅く誓いあっていました。

　選手、関係者の皆様大変お疲れさまでした。

来年こそ必ず1勝を誓う
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　10月25日（土）の学習発表会には、150名を

超える来場者をお迎えし、盛大に開催すること

ができました。

　１年生による元気いっぱいの「くじらぐも」

のオープニング。かわいい保育園児による音楽

劇「おおきなかぶ」と「ことばあそびうた」。

元気いっぱいの３・４年生によるユーモアあふ

れる大喜利「しょうてん」では、モリタロウの

友情出演もありました。大きく成長した１・２

年生による劇「お祭りわっしょい」、自信を持っ

て大きな声で台詞が言えました。川内小を引っ

張る５・６年生、劇「Towards　Tomorrow ～明

日に向かって～」の中で、これまでの学習の成

果をもとに川内村への思いをしっかりと伝える

ことができました。そして、最後は６年生秋元

千果さんによるエンディング、震災後からこれ

までの思い、仲間のすばらしさと支えてくれる

人たちへの感謝の思いを堂々と発表することが

できました。

  「子ども達から元気をもらいました。」、「自

分たちもがんばらないとね。」、「感動で涙が出

ました。」　「川内の光を見たような気がしまし

た。」、「戻ってくる勇気が出ました。」、「来年も

楽しみです。」来場者の皆様からいただいた感

想です。『とどけよう感動！とどけよう最高の

笑顔！』子どもたちの思いは十分伝わったこと

と思います。保護者の皆様、地域の皆様のご支

援に深く感謝いたします。

とどけよう感動！とどけよう最高の笑顔！
　～川内小学校学習発表会開催～

五社の杜サポートセンターが
警察官立寄所になりました

　平成26年10月27日より下川内宮ノ下地

内にあります五社の杜サポートセンター

に警察署の警官が立ち寄ることになりま

した。これを記念し、ふたば警察署長と

川内村長による「警察官立寄所」の看板

が設置されました。

　今後も村民皆様の安心・安全のため、

また川内村の事件・事故防止のために活

動することを約束してくださいました。
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 太陽光発電事業の基本協定について   
　

川内村とユーラスエナジーホール

ディングスが、村有地での太陽光発電事

業を進めるために、10 月 30 日（木）に

締結式を取り行いました。当日は、基本

協定書に遠藤村長とユーラスエナジーの

清水正己社長が署名を行い、村内でのメ

ガソーラー発電事業が進められることと

なりました。場所は上川内高塚で、田村

市との境界近くにある村有地です。

　川内中学校の文化祭「第19回清流祭」が去る10月31日、川内中学校内で開催されました。

　学年別の発表では、１年生は「職場体験での学んだこと」、２年生では自分たちで作り

上げた創作劇を、３年生では自作の動画の放映、1086回もの撮影で、５人が協力し目標を

あきらめず、最後まで成功するまで成しとおした動画の１ショットに熱いものを感じまし

た。

　音楽発表や体育発表でも来場者に感動を与える素晴らしい発表でした。

　生徒の皆さん一人ひとりの「無限大の力」を合わせた文化祭は盛会に終了となりました。

【無限大の可能性を】
～川内中学校文化祭～
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 11月10日（月）川内村役場前から消防川内出張所まで、かわうち保育園

児による幼年消防クラブ防火パレードが行われました。はっぴ姿の園児

たちが、「火の用心」の音楽にあわせて拍子木を打ちながら元気よくパレー

ドし、閉会式では、「わたしたちは、火遊びはゼッタイしません！元気な

よい子になります！」と誓いのことばを言いました。

火遊びはゼッタイしません！

　　幼年消防クラブ防火パレード　　

川内村役場前から
消防川内出張所まで　元気にパレード

☆　炭の火おこしは危険です。

☆　カセットコンロを２台以上並べて使用しないで下さい。

☆　カセットコンロをおおうような大きな調理器具は使用しないで下さい。

□お問い合わせ　　富岡消防署　０２４０－２５－２１１９
　　　　　　　　　　　  浪江消防署　０２４０－３８－２１１９

【平成２６年度全国統一防火標語】

もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ

カセットボンベは
必ず使い切って捨てましょう！

◇下記のような使い方は、コンロ本体に熱が伝り、ボンベの爆発や

　 テーブルの破損、事故の原因となります。絶対にしないで下さい。

☆　ガスが残ったまま捨ててしまうと、収集車内で
火災の原因になります。ガス抜きをして、
正しい方法で捨てましょう。

☆　ボンベを振ってシャカシャカ音がしたら、
　　 まだガスが残っています。
　　 完全に使い切って捨てましょう。

双葉消防本部からのお知らせ

今年も残すところあと１ヶ月となりました。寒さが厳しくなり、鍋料理を食べる機会も増えてきます。

今回はカセットコンロの注意点を紹介します。取扱に注意し、今年１年を締めくくりましょう!!
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第
２
回
仮
設
処
理
施
設
運
営
協
議
会
の
開
催

　

５
月
29
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ
た
五
枚
沢

地
区
に
建
設
し
て
い
る
旧
警
戒
区
域
内
の
可

燃
性
廃
棄
物
を
焼
却
処
理
す
る
施
設
の
円
滑

な
運
営
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
運
営
協

議
会
の
会
合
が
10
月
18
日
に
現
地
の
工
事
事

務
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
に
は
第
８
行
政
区
の
５
名
の
委
員

及
び
村
役
場
、
福
島
県
、
環
境
省
か
ら
合
計

12
名
の
委
員
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
議
会
で
は
、
仮
設
処
理
施
設
稼

働
に
伴
う
環
境
へ
の
影
響
を
検
討
し
た

　

「
生
活
環
境
影
響
調
査
書
」（
概
要
版
）
の

紹
介

・
事
業
者
か
ら
の
工
事
の
進
捗
状
況
報
告

・
放
射
能
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
設
置
位
置

　

の
検
討
、
承
認

・
第
８
行
政
区
住
民
に
対
す
る
施
設
見
学
会

　

実
施
時
期
の
検
討

・
第
３
回
運
営
協
議
会
の
開
催
時
期

　

等
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
協
議
会
メ
ン
バ
ー
全
員
で
建
設

中
の
施
設
を
視
察
し
、
順
調
に
工
事
が
進
捗

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
に
は
「
火
入
れ
式
（
耐
火
物
乾

燥
開
始
）」
が
行
わ
れ
12
月
に
は
操
業
試
運

転
と
進
み
、
来
年
１
月
か
ら
は
、
１
年
間
か

け
て
旧
警
戒
区
域
内
の
家
屋
解
体
廃
棄
物
や

片
付
け
ご
み
等
を
焼
却
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

TOP I CS★お知らせ◆

平成26年度
双葉郡並びに川内村戦没者追悼式

 10月23日午前９時よりかわうち葬祭センター

「ふるさと」において、先の大戦で亡くなられま

した戦没者の御英霊対し哀悼の誠をささげるこ

とを目的に双葉郡並びに川内村戦没者追悼式が

相双保健福祉事務所長、郡内の町村長・議長並び

に戦没者ご遺族を迎え執り行われました。開式

の後戦没者の御霊に対し全員で黙祷を捧げ、村

長の式辞、代表による追悼の言葉をいただきま

した。その後来賓、ご遺族様による献花を行い、

追悼式を終了しました。

　引き続き、双葉郡並びに川内村戦没者慰霊祭

が川内村遺族会主催により執り行われ、川内村

遺族会 会長秋元和三さんが祭文を申し上げ、上・

下諏訪神社宮司による慰霊の神式催事、並びに

長福寺及び多宝寺住職による仏式法要が行われ

ました。その後参加者により玉ぐし法てん並び

に焼香がおこなわれ、戦没者の魂をなぐさめる

とともに、失われた人々の命の重さを考え、後

世へ伝えていくことを確認しました。
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③
郡
山
市　

若
宮
前
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

12
月
10
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

④
郡
山
市　

南
１
丁
目
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

12
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

⑤
い
わ
き
市　

四
倉
鬼
越
仮
設
住
宅
談
話
室

◆
日　

時　

12
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
問
合
せ　

東
京
電
力
㈱
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　


０
１
２
０-

９
２
６-

４
０
４

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

飲
料
水
・
沢
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
の
報
告
と
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
飲
料
水
検
査
を

希
望
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
、
福
島
県
食

肉
衛
生
検
査
所
に
て
飲
料
水
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
26
年
10
月
10
日
～
平
成
26
年
11
月
11

日
ま
で
の
受
付
件
数
は

　

井
戸
水
受
付
件
数　
　
　
　
　
　
　

３
件

　

表
流
水
（
沢
水
・
引
き
水
） 

受
付
件
数   

２
件

と
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
検
査
結
果
が
Ｎ

Ｄ
（
検
出
限
界
値
未
満
）
で
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
飲
料
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を

受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
「
Ｎ
Ｄ
」
と
は
、
測
定
結
果
が
検
出
限
界

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
・
・
・
第
４
期

■
納　

期　

平
成
26
年
12
月
26
日
（
金
）

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
12
月
26
日

（
金
）
に
、
ご
指
定
の
口
座
よ
り
引
き
落
と

し
ま
す
。

県
民
手
帳
販
売
開
始

　

２
０
１
５
年
の
県
民
手
帳
が
販
売
開
始
と

な
り
ま
し
た
。
役
場
窓
口
で
も
購
入
が
で
き

ま
す
の
で
、
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
復
興
対
策
課
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

一
冊
５
０
０
円
で
す
。

12
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
の
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で
賠
償
金

請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か

ら
郵
送
さ
れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」

な
ど
の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
階
会
議
室
）

◆
日　

時　

12
月
４
日
（
木
）、
18
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

②
郡
山
市　

稲
川
原
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

12
月
10
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

値
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
。
検
出
限
界

値
は
、
測
定
機
器
や
測
定
条
件
（
測
定
時
間

等
）
に
よ
り
測
定
ご
と
に
異
な
り
、
本
結
果

に
お
い
て
は
放
射
性
ヨ
ウ
素
及
び
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
に
関
し
、
１
Bq
／
kg
未
満
で
あ
る
。

水
質
検
査
は
、
２
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
1
本
を
毎
週
金
曜
日
の
午
後
４
時
ま
で

役
場
住
民
課
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。　

採
取
場
所
・
月
日
・
時
間
・
天
候
を
添
え
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
統
計

法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計

で
す
。

　

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興

な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
26
年
12
月
31
日
で
す
。

　

調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。営

農
再
開
支
援
事
業
（
除
染
後
の
農
地

保
全
作
業
）
の
完
了
報
告
に
つ
い
て

　

営
農
再
開
支
援
事
業
（
除
染
後
の
農
地
保

全
作
業
）
に
つ
い
て
、
個
人
で
作
業
を
実
施

し
完
了
さ
れ
た
方
は
、
役
場
農
村
振
興
課
農

政
係
窓
口
ま
で
作
業
写
真
を
お
持
ち
の
う

え
、
完
了
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
ま
だ
作
業
の
申
し

込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
個
人
で
実
施
さ

れ
る
場
合
の
み
役
場
農
村
振
興
課
窓
口
に
て

受
付
い
た
し
ま
す
。
新
規
の
申
し
込
み
は
12

月
12
日
（
金
）
で
締
切
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

農
村
振
興
課　

農
政
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
５

『
相
双
こ
ど
も
科
学
祭
２
０
１
４
』
開
催

　

「
遊
び
」
な
が
ら
「
も
の
づ
く
り
」
や
「
科

学
」を
楽
し
く
学
ぼ
う
！
第
３
回
と
な
る「
相

双
こ
ど
も
科
学
祭
２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
に
よ
る
ス
タ
ン
プ
作

り
や
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｌ
Ｏ
（
パ

ル
ロ
）」
と
の
対
話
も
で
き
る
。
申
込
不
要
。

参
加
無
料
。
当
日
は
、「
な
み
え
焼
そ
ば
」

や
「
マ
ミ
ー
す
い
と
ん
」
の
屋
台
も
出
る
よ
。

※
屋
台
の
ふ
る
ま
い
（
無
料
）
は
数
量
限
定
で
す
。

◇
日
時　

平
成
26
年
12
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

◇
会
場　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜
（
南
相
馬
市
）

◇
対
象　

小
学
生
及
び
中
学
生

■
問
合
せ

　

福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部

　


０
２
４
４-

２
６-

１
１
４
２
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お知らせ◆

広報かわうち 平成 26 年 12 月

住
民
課
か
ら
申
告
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

平
成
22
年
分
か
ら
平
成
25
年
分
の
所
得
税

の
確
定
申
告
・
納
付
等
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
手
続
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
26
年
分

の
確
定
申
告
時
期
は
申
告
相
談
が
非
常
に
混

雑
し
、
長
時
間
お
待
た
せ
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

手
続
が
お
済
で
な
い
方
は
、
気
軽
に

住
民
課
税
務
係
（

０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
４
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
営
業
・
農
業
・
就
労
不
能
損
害
は
申

告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
告
が

お
済
で
な
い
方
は
併
せ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

モ
リ
タ
ロ
ウ
寄
付
金

千
葉
県 

井
関 

友
子 

様� 

１
０
、０
０
０
円

東
京
都 

千
坂 

和
江 

様  

６
０
、０
０
０
円

　

ご
寄
付
は
村
づ
く
り
な
ど
の
事
業
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ご
寄
付
い
た
だ
き
た
方
で
、
公
開
に
つ
い

て
確
認
が
で
き
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

家
屋
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
時
は
連
絡
を
！

　

平
成
26
年
中
に
住
宅
や
物
置
を
取
り
壊
し

た
場
合
に
は
「
家
屋
滅
失
申
告
書
」
を
住
民

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
家
屋
滅
失
申

告
書
は
住
民
課
窓
口
に
備
え
て
お
り
ま
す
。）

　

申
告
後
、
住
民
課
で
現
状
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
登
記
を
し
て
い
る
家
屋
に
つ
い
て

は
、
法
務
局
へ
滅
失
登
記
の
手
続
き
を
す
る

こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

川
内
村
役
場　

住
民
課
税
務
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
４

第
66
回 
人
権
週
間
の
お
知
ら
せ

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
12
月
10
日
（
世
界
人
権

宣
言
採
択
日
）の
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と

す
る
1
週
間
を
「
人
権
週
間
」
を
定
め
、
こ
の

日
を
中
心
と
し
て
、
積
極
的
な
啓
発
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
福
島
地
方
法
務
局
及
び
福
島
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
来
る
12
月
４
日

か
ら
10
日
ま
で
を
「
第
66
回
人
権
週
間
」
と

し
、
当
該
週
間
を
中
心
に
積
極
的
な
啓
発
活

動
及
び
相
談
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
週
間
に
限
ら
ず
、
電
話
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
悩
み
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
下
記
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　


０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　


０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　


０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

国
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
対
策

の
各
種
支
援
制
度
終
了
に
つ
い
て

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難
視
対
策
の

た
め
の
各
種
支
援
制
度
は
、
平
成
27
年
３
月

末
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
す
。
期
限
ま
で

に
地
デ
ジ
対
策
工
事
を
完
了
す
る
た
め
に

は
、
遅
く
と
も
本
年
12
月
中
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

　

特
に
積
雪
地
域
で
は
積
雪
の
影
響
か
ら
冬

期
間
の
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
の

申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　


０
５
７
０-

０
７-

０
１
０
１

福
島
地
方
法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

「
田
村
市
役
所
で
登
記
事
項
証
明
書
等
の

交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
！
」

　

田
村
市
役
所
（
新
庁
舎
１
階
）
に
登
記
事

項
証
明
書
等
発
行
請
求
機
を
設
置
し
、
平
成

27
年
１
月
５
日
（
月
）
か
ら
、「
法
務
局
田

村
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
証
明

書
発
行
業
務
の
運
用
を
開
始
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
設
置
場
所　

田
村
市
役
所（
新
庁
舎
１
階
）

［
福
島
地
方
法
務
局
田
村
証
明
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
］

◆
受
付
時
間　

平
日
（
祝
日
を
除
く
月
～
金

曜
日
）　

午
前
９
時
～
正
午
ま
で
、
午
後
１

時
～
４
時
30
分
ま
で

◆
取
扱
業
務

○
全
国
の
土
地
・
建
物
及
び
会
社
・
法
人
の

登
記
事
項
証
明
書

○
全
国
の
会
社
・
法
人
の
代
表
者
事
項
証
明
書

○
会
社
・
法
人
の
印
鑑
証
明
書
（
印
鑑
証
明

書
の
請
求
に
は
、
印
鑑
カ
ー
ド
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
請
求
す
る
際
に
代
表

者
の
生
年
月
日
の
入
力
が
必
要
で
す
。）

○
動
産
譲
渡
登
記
及
び
債
権
譲
渡
登
記
の
概

要
記
録
事
項
証
明
書

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
夕
化
さ
れ
て
い
る
不
動
産
及

び
会
社
等
に
限
ら
れ
ま
す
。

※
要
約
書
及
び
地
図
・
図
面
等
の
交
付
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◆
そ
の
他　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
交
付
請
求

さ
れ
た
登
記
事
項
証
明
書
等
を
証
明
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
交
付
す
る
取
扱
い
（
セ

ン
タ
ー
交
付
方
式
）
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

　


０
２
４-

９
６
２-

４
５
０
５
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◆お知らせ

芸文協からのお知らせ
　川内村芸術文化団体連絡協議会では、協議会所属の下記６団体（クラブ、サークル）が会員を

募集しております。見学・体験してみませんか、歓迎いたします。

■問合せ　公民館（生涯学習係）　　３８－３８０６

団　体　名 活　動　日　・　練　習　日 活動・練習場所

俳 句 会 第４水曜日　午後２時から 第６区集会所

書 道 ク ラ ブ 関心のある方は問い合わせください

大 正 琴 ク ラ ブ 第２・第４土曜日　午後１時から コミセン

柔 和 会 毎週月曜・金曜日　午後７時から コミセン

太極拳天山の会 第２・第３・第４土曜日　午前９時30分から コミセン

フラ川内サークル 毎週水曜日　午後７時から コミセン

クラブ等の事情により開催日が変更となる場合がありますのでご了承ください。

ベ
ラ
ン
ダ
は
試
歩
の
コ
ー
ス
よ
秋
日
和�

美
智
子

虫
の
声
途
絶
え
て
久
し
試
歩
つ
づ
く�

〃

菊
酒
や
嗅
覚
ま
さ
ぐ
る
如
く
に
て�

き
い
ち

山
粧
う
夜
も
目
裏
に
あ
る
如
し�

　

〃

来
し
方
を
胸
に
た
た
み
て
星
月
夜�

花
子

蟷と
う
ろ
う螂
の
寄
ら
ば
切
る
ぞ
と
嗄
し
ゃ
が

れ
声�

〃

金
木
犀
四
辻
の
闇
を
灯
し
け
り�

英
水

会
い
た
く
も
会
え
な
い
避
難
萩
の
月�

〃

風
と
陽
が
奏
で
る
音
す
大
豆
干
し�

美
穂

満ど

う

だ

ん

天
星
に
朱
の
極
ま
れ
り
紅
葉
狩�

〃

ア
ク
セ
ル
を
緩ゆ

る

く
紅
葉
の
谷
下
る�

安
志

一
合
を
余
す
コ
ッ
プ
の
温
め
酒�

〃

◆　
　
　
　
　
　
　
　

◆

俳
句
の
面
白
味

　
風
と
陽
が
奏
で
る
音
す
大
豆
干
し
　
美
穂

百
姓
を
し
て
い
る
人
は
ど
な
た
も
こ
の
句
の
よ
う
な
こ
と
を
経
験

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
豆
殻
の
は
ぜ
る
音
を
奏
で
る
と
発
想
し
た

の
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
蟷
螂
の
寄
ら
ば
切
る
ぞ
と
嗄
れ
声
　
花
子

鎌
切
に
出
会
っ
て
身
の
危
険
を
感
じ
た
時
の
様
子
で
す
。
あ
の

ポ
ー
ズ
か
ら
嗄
れ
声
が
出
た
と
云
う
の
で
す
。
面
白
い
発
想
だ
と
思

い
ま
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社会福祉協議会◆

　洗濯バサミ

を使ってかわ

いい『ネコ』

や『クマ』を

作ってみませ

んか。

日　時　平成26年12月10日（水）

　　　　午後１時30分～午後３時

場　所　五社の杜サポートセンター

対象者　65歳以上の方

用意するもの　針・マチ針とはさみ

高齢者サロンの一環として、楽しみづく

りや仲間との交流を目的に開きます。

参加は無料ですので、お気軽にご参加く

ださい。

問い合わせは川内村社会福祉協議会

☎０２４０－３８－３８０２まで。

小物づくりとお茶会のご案内

次の方から、ご寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。

＊ご遺志金　

・猪狩賢一様（坂シ内） 

　　故猪狩光子様ご遺志

＊一般ご寄付

・望月威男様（静岡市）　

　　㈱イシフクフタバ会長

・望月隆司様（田村市）�

　　㈱イシフクフタバ代表取締役

　身近な方との交流や仲間づくりや楽しい話し合いの機

会を持つ、ふれあい・いきいきサロンの12月の予定につ

いてご案内します。対象地区の高齢者であれば、どなた

でも参加できますので、お気軽にご参加ください。

期日・場所

12月17日（水）午前10時　五社の杜サポートセンター

　５区及び宮渡仮設住宅高齢者対象

12月19日（金）午前10時　７区集会所

　６区・７区高齢者対象

高齢者ふれあい・

いきいきサロンのご案内

　子育て中の親や子どもに関心のある方々が、気

軽に・無理なく・楽しく・自由に参加し、子ども

に関する情報交換や親同士の交流を行い、育児に

対する不安や負担の軽減を図ります。

　日時　12月４日（木）午前10時～午前11時30分

　　　　12月18日（木）午前10時～午前11時30分

　場所　五社の杜サポートセンター

心配ごと相談所
12月予定

子育てサロンのご案内
～子育て中の方たちが仲間を作り支え合う場です～

愛
育
文
庫
の
ご
案
内

今月の

おすすめ

絵本は

　ゆふね待合室わきに、絵本、紙芝居、ビデ

オをおいています。貸し出しを行っておりま

すので、ぜひお気軽にご利用ください。

　12月17日（水）午前９時～11時30分

までを受付時間として、複合施設「ゆふ

ね」で民生児童委員が相談に応じます。

日頃の生活でお困りの事など相談は何で

も結構です。秘密は固く守りますので、

お気軽にご相談ください。
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◆社会福祉協議会  保健コーナー

　10月29日郡山市ユラックス熱海において、

約1,400人の参加による高齢者芸能発表大会

が開催され、46組が舞踊や郷土芸能を披露し

ました。本村からは、川内村老人クラブ女性

部７名が手作りの衣装に身を包み、舞踊「七

福神」を披露し、大きな拍手をいただきました。

　11月７日（金）村民体育センターにおいて、

川内村老人クラブ連合会主催の第2回高齢者体

力測定会が保健福祉課と村社会福祉協議会の

協力を得て開催されました。24名の参加者は、

片足立ちや６分間歩行に真剣に取り組みまし

た。総合A評価１名、B評価９名、C評価８名、

D評価４名、その他２名の結果でした。

第18回福島県高齢者芸能発表大会開催

第12回川内村老人クラブ連合会クロリティ－大会結果

第2回高齢者体力測定会実施

　11月４日、村民体育センターにおいて、村内７ク

ラブ約90名の会員が参加し、シングルスとダブルス

に分かれて、熱戦が繰り広げられました。同時に公

民館主催の中央学級事業も兼ねて行われ、婦人会の

みなさんとの交流戦も行われました。終了後、いも

煮が振る舞われ、楽しいひとときとなりました。

　大会結果は次のとおりです。

【シングルスの部】　　　　　【ダブルスの部】

優　勝　　７区長寿会　　　優　勝　　福寿会

準優勝　　３区常葉会　　　準優勝　　７区長寿会

第３位　　３区長寿会　　　第３位　　あたご寿会

インフルエンザ予防接種の予診票の配布について

　川内村役場郡山出張所にて、高齢者のインフルエンザ予防接種の予診票を配布しております。配布日

と時間をご確認の上、窓口にお越しください。予防接種を希望される方は、必ず事前に予診票をお受け

取りください。なお、助成対象は接種日が12月31までのものとなっておりますのでご注意ください。

日　　程　12月2日、4日、8日、24日、26日

時　　間　午前8時30分～5時15分まで

配布場所　川内村役場　郡山出張所（あさかの杜ゆふね内）

■問合せ　☎０２４０－３８－２９４１
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認知症の予防のために！！

 バランスのよい食事を摂りましょう 

野菜や魚中心の献立にして肥満を防ぎましょう。

野菜や果物を十分に摂取し、動物性脂肪は控えま

しょう。

青魚に含まれる不飽和脂肪酸が脳を活性化します。

よく噛んで、ゆっくり時間をかけて食事をしましょ

う。

 適度な運動を心がけましょう 

適度な運動は脳を活性化し、認知症を防ぐことがで

きます。

体を動かすことは、血流を良くして脳細胞の働きを

活性化する効果をもたらします。また、動脈硬化を

予防することにもつながるので、脳血管性認知症の

原因となる脳卒中を防ぐ効果も期待できます。

 趣味を持ちましょう 

思考力や想像力を刺激する趣味を持ちましょう。

趣味やレクリエーションを楽しむことは、人生が豊

かになるだけではなく、認知症を防ぐためにもたい

へん有効です。

 日常生活を活発にしましょう 　　

社会との接点を持ち続けるようにしましょう。

社会との関わりがなくなり、他人との交流が少なく

なることは認知症の大きな危険因子になります。

◇�早期発見・早期治療が有効です。気になる兆候が

あったら、すぐにかかりつけ医や専門医に相談し

ましょう。

　川内村地域包括支援センターは、高齢者等に関わ

るさまざまな相談を受付けております。

■問合せ　複合施設ゆふね内地域包括支援センター　０２４０－３８－２９４１

こんにちは　地域包括支援センター　です。

（認知症について知りましょう）

重度心身障がい者の交通費を助成します
　平成26年度より重度心身障がい者の経済的負担の軽減を図り、障がい者の福祉の増進に資するこ

とを目的として、重度心身障がい者の交通費を助成します。

 助成対象者 
　助成の対象者は村内に住所を有し、次のいずれかの要件を満たしている方で、原則として帰村さ

れている方です。なお、施設入所の方は対象外となります。

（１）身体障害者手帳１・２級をお持ちの方

（２）�心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸・免疫・かん臓機能の障害で、身体障害者手

帳の３級をお持ちの方

（３）療育手帳Ａをお持ちの方

（４）療育手帳Ｂと併せて身体障害者手帳をお持ちの方

（５）�精神障害者保健福祉手帳１級をお持ちの方、または、精神障害者保健福祉手帳２・３級で、

併せて身体障害者手帳か療育手帳をお持ちの方

 助 成 額 
　助成額は、障がい者１名につき年額24,000円になります。

　※�助成額は、４月１日から翌年３月31日までの期間に対して助成する額とし、当該期間の中途に

おいて新たに交通費の助成を受けることができる障がい者に該当した方の助成額は、当該障が

い者に該当した日の属する月から月割計算で算出した額とします。

 申請手続き 
・申 請 先　川内村役場　保健福祉課（複合施設ゆふね）

※申請書類は保健福祉課にありますので、詳しくは保健福祉課までお問い合わせください。

■問合せ　保健福祉課　保健福祉係　☎０２４０－３８－２９４１
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　平成26年４月からの消費税増税への対応策である「２つの給付金」、臨時福祉給付金・子育て世帯臨時

特例給付金の申請を受付しています。給付を希望される方は申請期間内の申請を宜しくお願いします。（子

育て世帯臨時特例給付金について、公務員の方は所属庁から申請書が届きますのでご注意ください。）

○申請受付期限　平成26年12月26日まで

○給　 付 　額　・臨時福祉給付金　

　　　　　　　　　給付対象者１人につき　１万円
　　　　　　　　　給付対象者の中で下記に該当する方は　５千円　を加算

　　　　　　　　　　老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受給者など

　　　　　　　　　　児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など

　　　　　　　　・子育て世帯臨時特例給付金　

　　　　　　　　　児童手当受給対象児童１人につき　１万円　　

○申請にあたって

　・申請に必要な書類を忘れず添付してください。（対象者全員分の本人確認書類、口座確認書類、押印等）

　・給付を受けることのできる給付金はどちらか１つとなりますのでご注意ください。

※�修正申告や新たに申告をされて非課税となった方も臨時福祉給付金の対象となる可能性がありますので

ご不明な点はご連絡ください。

■問合せ　保健福祉課　保健福祉係　０２４０－３８－２９４１

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の申請について

 今回は、当院の眼科外来の診療を担当しております、非常勤医師　板垣可

奈子(イタガキ カナコ)医師からドライアイについてお知らせいたします。

　ドライアイとは、涙の量が減ったり、涙の質が低下することで、目の表

面に傷が生じる病気のことです。目の乾き、疲れ、かすみ、不快感といっ

た症状が現れ、高齢化やエアコンの使用、パソコンの使用などによって近

年、ドライアイの患者数は増加していると言われております。治療には、

人工類液、ヒアルロン酸が入った角膜上皮治療薬、ジクアホソルナトリウ

ムやレバミピドと言った涙の質を高める点眼を組み合わせた治療を主体に

行い、重症な方には、涙の出口をふさいで涙の量を保つ涙点プラグ治療を

行うこともあります。乾燥する時期には、ゴーグル状のドライアイ眼鏡の

使用や加湿器も有効とされます。目の乾きでお困りの方は、一度眼科の受

診をおすすめいたします。

　平成25年度は、新たに外科の常勤医師１名の採

用により、入院患者数や手術件数などが増加したた

め増収となりました。

　平成25年度の決算状況は収入1,727,756千円に

対し支出が1,612,304千円となっており収支差引

で115,452千円の黒字決算となりました。

　今後も引き続き診療体制の充実に取り組み、地域

住民の皆様に親しまれる病院を目指して職員一同努

力して参ります。

眼科外来の診療日及び受付時間
診療日：毎週水、木曜日
受付時間：午前 8：30～ 11：00

板
垣　

可
奈
子
医
師

平成25年度の決算状況について

過去３年間の決算状況                    � 単位：千円

年　度 収　入 支　出 収支差引

平成23年度 1,455,400 1,422,749 32,651

平成24年度 1,611,938 1,523,175 88,763

平成25年度 1,727,756 1,612,304 115,452
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休　日　当　番　医　〈12月〉

　当番医は変更になる場合があります。事前に電話連絡のうえ受診するようお願いします。

●田村方面休日当番医
医療機関名 診療科目 所在地 電　話

12/7 奥秋医院 内科・小児科 田村市船引町上移字町130-2 0247-86-2034
12/14 三春病院 内科・外科・整形外科・他 三春町六升蒔50 0247-62-3131
12/21 遠藤医院　　 内科・小児科・婦人科 田村市船引町門沢字直道338 0247-85-2016
12/23 石塚医院　　 内科・小児科・他 小野町小野新町品ノ木123 0247-72-2161
12/28 秋元医院　　 内科・小児科・外科 田村市船引町船引字畑添4 0247-82-1514
12/30 雷クリニック　 内科・消化器科 三春町字担橋2丁目1-2 0247-62-6333
12/31 東部台こどもクリニック 小児科・アレルギー科 田村市船引町東部台3-78 0247-81-2580
1/1 橋本医院　 内科・胃腸科・小児科・他 小野町谷津作字馬場70-1 0247-72-3711

1/2 南東北病院大越診療所 内科・外科・小児科・他 田村市大越町上大越字古川100 0247-79-2121

1/3 のざわ内科クリニック 内科・消化器科・小児科 三春町貝山字岩田86-2 0247-61-1500

1/4 まつえ整形外科 整形外科・内科・他 田村市船引町船引字源次郎125-31 0247-81-1222

●郡山市休日当番医
医療機関名 診療科目 所在地 電　話

12/7

おおのこどもクリニック 小児科 字賀庄54-1 937-3775
今村ホームクリニック 内科 緑町4-12 922-8999
渡辺皮膚科クリニック 皮膚科 本町二丁目1-12 934-0789

12/14

久留米小児科皮フ科医院 小児科・皮膚科 久留米四丁目199-2 947-0022
永岡医院 内科・小児科 富久山町久保田字上野17-1 922-2818
浜津眼科 眼科 横塚一丁目3-8 956-1880

12/21

チルドレンクリニック 小児科 大槻町字二本木12-1 952-3721

桑野協立病院 内科 島二丁目9-18 933-5422

太田整形外科クリニック 整形外科 不動前一丁目38-1 921-1114

12/23

久米こどもクリニック 小児科 島二丁目50-1 923-0585
二瓶医院 内科・小児科 湖南町三代字御代1250 982-2556
伊藤眼科 眼科 富久山町久保田字伊賀河原5 990-2528

12/28

かわなこどもクリニック 小児科 安積三丁目298 947-5377
佐藤胃腸科外科病院 内科・外科・消化器科 図景一丁目4-6 922-3800
郡山整形外科・リハビリテーション科 整形外科・内科 鳴神三丁目110 961-3338

12/31

さかい小児科クリニック 小児科 喜久田町字上田向2-2 921-2216
せいの内科クリニック 内科 開成六丁目192-2 983-1024
さとう皮フ科 皮膚科 富久山町福原字沼下55-138 931-6666

1/1

わんぱくさいとうこども医院 小児科 御前南六丁目122 983-0189
あさかの杜クリニック 内科・耳鼻咽喉科 安積町成田字漆山50 937-3151
添田整形外科 整形外科 富田町字町畑24-3 951-0870

1/2

緑ケ丘こどもクリニック 小児科 緑ヶ丘東三丁目1-3 956-6006
鈴木ファミリークリニック内科小児科 内科・小児科 土瓜二丁目2-4 952-7711
菊池眼科 眼科 安積町荒井字橋郎治55 983-1113

1/3

おおがクリニック 小児科 片平町字出磬東5-5 962-0600
青山医院 内科 日和田町字南原2-133 958-2925
中町耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 中町14-17 939-3387

1/4

むかわクリニック 小児科 八山田五丁目79 933-7788
さかえ内科クリニック 内科 横塚二丁目15-6 941-2202
ひさこファミリークリニック 婦人科 中ノ目一丁目26-2 952-4415

「癒しの講話・リラクゼーションの会」の開催

　飛騨千光寺住職の大下大圓先生による「癒しの音楽とお話・リラクセーション」の会を開催します。

皆さんで癒しの時間を過ごしてみませんか？申し込みは不要です。お気軽にお越しください。

日時・場所　12月２日（火）午後１時～３時、３区山村活性化支援センター

持　ち　物　バスタオルまたは膝かけ

■問合せ　川内村役場　保健福祉課　保健福祉係　☎０２４０－３８－２９４１
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保健コーナー

 国保診療所より 

内科･歯科休診と
専門医診察日のお知らせ

　ご迷惑をおかけいたしますが、下記のとおり休診とさせ

ていただきますのでご了承ください。また、専門医による

診察も予定しておりますので、希望の方はご来所ください。

内 

科 

休 

診

12月１日（月）　終 日（内科医師研修のため）

　　５日（金）　終 日（内科医師不在のため）

　　８日（月）　終 日（内科医師研修のため）

　　15日（月）　終 日（内科医師研修のため）

　　22日（月）　終 日（内科医師研修のため）

12月10日（水）　午 前（専門医診療のため)

　　18日（木）　午 後（専門医診療のため）

　　26日（金）　午 後（医療機器点検・薬剤棚卸・事務作業）

専
門
医
診
察
日

〇整形外科診察日　12月１日・８日・15日・22日

　　　　　　　　　毎週月曜日　午前のみ診療　

〇眼科診療日　　　12月10日　午前のみ診療

〇内視鏡検査日　　12月４日・18日

　　　　　　　　　午前のみ診療　※要予約制

〇心療内科診察日　12月18日　午後のみ診療

歯
科
休
診

時
間 12月26日　午 後（医療機器点検・薬剤棚卸・事務作業）

※�　上記「休診」と「専門医診療日」は、予定ですので変更する場合も

ありますのであらかじめご了承願います。

　�　変更の場合、診療所の受付や診療バスに「お知らせ」を掲示し、防

災無線等でお知らせいたします。

村　　章

川内村の 「カ」 「ワ」 の文字を

図案化したもので、 村民の融和

と団結を表し、 村勢の着実な前

進を象徴しています。 

（昭和53年４月制定）

村 民 憲 章
一．きまりを守り明るい川内をつくりましょう。 

一．心を合わせ、 楽しい川内をつくりましょう。 

一．自然を愛し、 住みよい川内をつくりましょう。 

一．健康で、 仕事に励む川内をつくりましょう。 

一．文化を高め、 心豊かな川内をつくりましょう。 

 （昭和57年1月14日制定） 

　10月26日（日）、「蕎麦フェ

スタin川内村」が開催されまし

た。当日は蕎麦2000食が完食

となるなど大盛況だったようで

す。11月からは「たかやま倶

楽部」も再開しました。川内村

名産の蕎麦を、ぜひ多くの方に

食べて頂きたいと思いました。

� 　　企画政策係　横田

みんなで楽しく体と頭の体操教室

　各集会所で体操教室を開催しております。い

くつになっても元気で楽しい生活を続けられる

ように、皆さんと楽しみながら体と頭の体操を

行っておりますので、お気軽にご参加ください。

場所・日時

　12月17日（水）午後1時30分～15時まで

　　３区山村活性化支援センター

　12月18日（木）午前10時～11時30分まで

　　１区集会所

内　容　運動・頭の体操・レクリエーション

対象者　おおむね65歳以上の方ならどなたでも

持ち物　飲み物

いきいき教室

　太田熱海病院の支援をいただき、転倒予防等

の介護予防教室を実施しています。

　いつまでも元気で過ごすために、みんなで楽

しくワイワイと体を動かしませんか？

場所・日程　あさかの杜ゆふね　12月1日(月)、

　若宮前20仮設集会所  12月19日(金)

時　間　午後１時20分～３時

対　象　65歳以上の方ならどなたでも

持ち物　タオル１枚・水分補給のための飲み物

■問合せ　保健福祉課（ゆふね内）

　　　　　☎０２４０－３８－２９４１
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今月の主な行事･休日今月の主な行事･休日
燃えるごみ
毎週火金曜日

資源ごみ
毎週水曜日

プラ･ペット･パック類

燃えないごみ
ビン類･カン類･不燃物

師走
December

土金木水火月日

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

不燃ごみ

　　　　カン

ビン

不燃ごみ

　　　　カン

ビン

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

興学塾
東電窓口（川内）
子育てサロン

興学塾

興学塾
午後 内科休診
午後 心療内科
東電窓口（川内）
子育てサロン

クリスマス
中学生冬期講習

元旦

フラダンスサークル
音楽と癒しの講座

フラダンスサークル
カラオケクラブ
東電窓口（若宮前・稲川原）
午前 内科休診
午前 眼科

フラダンスサークル
いきいきサロン
（五社の杜）
心配ごと相談所
（ゆふね）

中学生冬期講習
フラダンスサークル
カラオケクラブ
はつらつ教室

大晦日

太極拳

大正琴
太極拳

太極拳

大正琴

粗大ごみ

興学塾
はつらつ教室

興学塾
はつらつ教室

興学塾
はつらつ教室

天皇誕生日

東電窓口
（郡山南・四倉）

第５回中央学級
柔和会
内科 終日休診

柔和会

柔和会
いきいき教室
（若宮前）
いきいきサロン
（７区）

中学生冬期講習
仕事納め
柔和会
午後 内科休診
午後 歯科休診

いわなの郷の紅葉

柔和会
内科 終日休診
午前 整形外科
いきいき教室
（郡山南）

柔和会
内科 終日休診
午前 整形外科

柔和会
内科 終日休診
午前 整形外科

冬至
柔和会
内科 終日休診
午前 整形外科

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1 2 3

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

先負 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

　

東電窓口の時間・場所は11ページの「12月の賠償金請求に関する東京電力㈱相談窓口の開設」をご覧ください。

２３日（祝）天皇誕生日

２５日（木）クリスマス

２６日（金）仕事納め

３１日（水）大晦日
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H26.10.31現在 世帯数／1,160世帯（前月比-1）人口／男1,389人（前月比-2） 女1,362人（前月比-5）計2,751人（前月比-7）


